


































いる｡ しかし 水の構造 水と物質との相互作用など基礎的な物性に関する理解
はまだ十分ではなく､多方面からのアプローチが期待されているところである｡








て それぞれ色々な濃度 (モル比 0-0.ll)の電解質水溶液試料を作って､ 30℃
で､その低振動数ラマンスペクトル l(a)を測定した｡実測したスペクトルに含
まれているモー ドを視覚的にもよくわかるようにするために 散乱強度の振動数
スペクトル l(a)を分極率近似により､ 系の動的感受率の虚数部 x 〝 (a))に直す｣
























C.陽イオンの半径が小さく､ また電荷畳が大きいほど､ 緩和時間が遅 くなる｡
すなわち イオンと水分子の相互作用が強くなるほど､水溶液が構造化する｡ イ






遅くなった｡ これについて 考えられることは.低振動数ラマン散乱と NMRでは
観測される物理量が異なるとい うことである｡NMRでは水素結合の個々のプロト
ンの核スピンの緩和をスピン-格子の相互作用を通して測定するめにたいして ラ
マン分光で得られた配向緩和時間で比 励起光の波長 4880Å の約 1/10程度 ～
500Å 程度にわたる水の分極ゆらぎの平均値を見ていることによるものと思われ
る｡つまりラマン分光での緩和 吋 司 は水のクラスターの動きに関する盈である
と思われる｡
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